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シュアールとアイセック・ジャパン、「合同会社シーコミュ」を設立 

聴覚障がい者向けのサービスをさらに拡充、手話でも文字でも情報保障ができる体制へ 

 

聴覚障がい者・高齢者の情報保障を文字で支援する株式会社アイセック・ジャパン（本社:沖縄県うる

ま市／代表取締役 一瀬宗也／以下、アイセック・ジャパン）とろう者の情報保障を手話で提供する株

式会社シュアール（本社:東京都品川区／代表取締役 大木洵人／以下、シュアール）が本日付で

「合同会社シーコミュ（本社：沖縄県うるま市／共同代表者 一瀬宗也、大木洵人／以下シーコミ

ュ）」を設立しました。 

＊手話によるプレスリリース：https://youtu.be/jE8BZz3cqqk 

 

アイセック・ジャパンは、聴覚障がい者向けにリアルタイム文字通訳サービスを提供しており、武雄市議会

などの議会や名桜大学などの大学、講演会などで「文字」による情報保証サービスを提供しています。 

一方、シュアールは、ろう者向けに遠隔手話通訳サービスを提供しており、JR 東日本の案内所や大分

県立病院、成田空港などでの対面通訳や花王グループの手話電話窓口に導入されています。 

なお、アイセック・ジャパン、シュアール共に 2015 年より日本財団の「電話リレーサービス」委託事業者とし

てサービスを提供しております。 

 

今回、合同会社を設立することで、手話でも文字でも情報保障ができる体制を確立し、聴覚障がい

者向けのサービスをさらに拡充します。聴覚障がい者やろう者、難聴者や高齢者が、窓口での対応や講

演会などで、手話でも文字でも情報提供を受ける事の出来るサービスを展開する事が可能になりました。 

また、日本で初めての字幕電話サービスを共同で開発・運営していきます。 

 

《字幕電話サービスの概要》 

「字幕電話サービス」とは、聞こえに不自由を感じている方が自分で直接相手先に電話し、相手の話す

内容が「文字」で手元の電話機に表示される電話サービスです。 

2015 年からアイセック・ジャパンが実証実験を行っておりましたが、「音声認識」と「人手入力」による文字

表示を選択できる機能を追加するなどして、来春の実用化を目指している。 

  



 

【新会社概要】 

商号  ： 合同会社シーコミュ（英文表示：SI-COM） 

代表者 ： 共同代表 一瀬 宗也（いちせ むねや）、大木 洵人（おおき じゅんと） 

本社所在地 ： 沖縄県うるま市字川崎４６８番地 いちゅい具志川じんぶん館１F 

設立年月日 ： 2018年 4月 24日 

資本金 ： 40万円  

主な事業内容  ：「字幕電話サービス」「聴覚障がい者向けサービス」 

「健常者向け字幕提供サービス」 

「AI・ICT・VR に関するサービス」の 

提供・運営・企画・開発およびコンサルティング 

 

【株式会社シュアール】 

商号  ： 株式会社シュアール 

代表者 ： 代表取締役社長 大木 洵人 

本社所在地 ： 東京都品川区上大崎４丁目５−３７ 

設立年月日 ： 2009年 11月 

主な事業内容 ： モバイルサイン(遠隔手話通訳)、SLinto(スリントキーボード・スリント手話辞典) 

資本金 ： 3500万円 

URL  ： http://shur.jp 

 

【株式会社アイセック・ジャパン】 

商号  ： 株式会社アイセック・ジャパン 

代表者 ： 代表取締役社長 一瀬 宗也 

本社所在地 ： 沖縄県うるま市字川崎４６８番地 いちゅい具志川じんぶん館１F 

設立年月日 ： 2008年 9月 

主な事業内容 ： リアルタイム文字通訳サービス（ｅ－ミミ）、電話リレーサービス、他 

資本金 ： 3990万円  

URL  ： http://www.iscecj.co.jp 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

企業名：株式会社アイセック・ジャパン 

担当者名：一瀬 宗也（いちせ むねや）  

TEL：098-972-6888 

Email：iscec-j@iscecj.co.jp 


